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 指導者　　宮嵜佐智子


１．活動の構想
（１）これまでの活動「たん生日会」
　２年生に進級し、２年生の活動についてクラスで相談した際に、誕生日会があがった。40人な中のただ一人の考えだったが、子どもたちの反応はとても大きく、「いいねえ！」「楽しそう！」「やろうよ！」という声が次々とあがり、クラスの活動として、誕生日会をひらくことになった。
　担任も、子どもたちが学校にも慣れ、友だちにも親しんできたところなので、年間を通して誕生日会をひらき、誕生日をお祝いしていきたいと考えていたが、考えていた以上に子どもたちに意欲と期待があることがわかり、クラスの活動の核として、年間を通して誕生日会を位置づけていこうと考えた。
　これまで行ってきた誕生日会では、歌やゲームに加えて、「生まれたときしょうかい」と称して、誕生日の子が名前の由来や生まれたときのこと、その時の家族の人たちの気もちなどをインタビューして調べて発表してきた。また、クラスの皆でその子のいいところを書いた誕生日カードを本にして、誕生日の子にプレゼントをしてきた。
　誕生日の子は、みんなが「おめでとう」と言ってくれて嬉しかった、誕生日カードは大切な宝物、というように、友達とのつながりやクラスの一員であるという思いを強くしている。
　また、誕生日会のゲーム「その人バスケット」では、誕生日の子にちなんだお題でフルーツバスケットをして楽しんでいるが、「お母さんのお腹の中にいたときに、お母さんのお腹をポカポカけっていた人！」「小さいときによく泣く赤ちゃんだった人！」というように、生まれ
た頃、小さい頃のことに目を向けたお題も出はじめた。
（２）教師の願い
　これまでに誕生日会では、自分の生まれたときのことを調べて発表したり友達の発表を聞いたり、いいところを誕生日カードに書いたりクラスのみんなで祝い合ったりしてきた。この誕生日会の活動を通して、子どもたちは、自分が生まれたときの様子から家族の愛情を知ったり、クラスの一人ひとりが大切に育てられてきた、かけがえのない存在であることを感じたりしている。
　年間を通して行ってきた誕生日会の活動のまとめとして、さらに、その思いを確かにするために、自分の誕生からこれまでをふり返り、子どもたちが自分自身の成長を感じることができるようにしたい。それは、自己肯定感を育み、これから先の生活や成長に希望や夢をもつことにもつながるだろう。
（３）「親しむ」視点から活動を構想する
～友だちとより「親しむ」ことで、新たなステップを～
　子どもたちには、これまでに行ってきた誕生日会の活動の中で、友だちからいいところを書いてもらった誕生日カードの本や、クラスの皆にお祝いしてもらい、おめでとうと言ってもらったことが、強く心に残っている。友だちに認められ、クラスの仲間の一員であることに喜びを感じているのである。たん生日をお祝いしてもらった子のは次のように感想を書いている。
	 　みんなにおいわいしてもらって、やっぱりたんせい日会っていいなあと思いました。そして、
 このたん生日会でわたしが一番まちどおしくしていたことは、「たん生日カード」です。どん
 なメッセージかな？とか、どんなふうに書いてくれたのかな？とか、そうかんがえるとすぐに
 ほしくなってしまいます。それに、歌やその人バスケットもいいのですが、ずっとずっととっ
 ておくことはできません。なので、私は、たん生日カードが一番いいものだな、と思いました。
 たん生日会のはっぴょうでは、ちょっときんちょうしました。だけど、はっぴょうしたあとに
 みんながはくしゅをしてくれて、やっぱりはっぴょうをやってよかったと思いました。ふつう
 は、おいわいしてもらうのは、かぞくやすごいしんゆうなどだけなのに、学校でおいわいして
 もらえるのはすごくしあわせだと思います。でも、ちょっとざんねんなところは、３年生にな
 ってもできるかわからないところです。３年生になってかつどうをていあんするときがあった
 ら、ぜったいにたん生日会をていあんします。そして、クラス替えをしてきた２組の友だちに、
 このうれしさを知ってもらいたいです。（⑪児）


	 　わたしはみんなにいわってもらってとてもうれしかったです。どんなふうにうれしかったか
 というと、みんなの百合香ちゃんおめでとう！という気もちがこもっていたからです。四十人
 ぜんいん仲よしだよ！という気もちもこもっていたから、このおたん生日会はすごくよかった
 です。あとみんなの名前のゆらいとかもわかったので、すごく楽しかったです。（③児）


　本活動では、自分の成長をふり返ることが核となるが、その際、一人ひとりが自分自身をふり返り、自分の成長に気づくことができるようにするとともに、それをこれまで一緒にすごしてきたクラスの友だちから認められ、成長を互いに喜び合うことで、さらに自分の成長を実感することにつながる場をつくっていきたい。それは、クラスの仲間とより親しくなり、より関わりを深めることになる。
　この春にはクラス替えがあり、新しい仲間とともに生活や活動をつくっていくことになる。認め合い、喜び合うこのような経験が、新しい友だちと関係を築いていくときの、友達に対する前向きな姿勢を生みだしていくことを期待している。
	 活動名　大きくなった自分　　（１次案　全　時間）
 ねらい　○できるようになったことや大きくなった自分に気づき、自分の成長に喜びを
 　　　　　感じ、これからの自分に期待と希望をもつ。
         ○一人ひとりの成長を認め合い、ともに喜び合う。
 　　　　○お世話になった方々に感謝の気もちをもつ。
 展開計画
	

	
	  自分のせい長を本にまとめよう
 　　　　　　　　～本にどんなことを入れようか？～
	
	

	
	

	
	 できるようになったこと 　（本時）
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 生まれたときのこと、小さいころのこと
	
	

	
	
	
	

	           ・名前の由来
	

	
	

	
	

	
	

	
	 今の自分、小さい頃から変わらないこと
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 来年のたん生日には ～こんなことができるといいな、こんなわたしになりたいな～
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 未来の自分、将来の夢
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 来年のたん生日には ～こんなことができるといいな、こんなわたしになりたいな～
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 どれだけ大きくなったかな？（体の成長）
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	 おせわになった方々
	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	 　みんなの本を読もう
	
	

	
	


                                     　　　　　　 ※斜線部分は０次案からの修正個所
２．活動の経緯と教師の関わり
	 自分の成長を本にまとめよう～本にどんなことを入れるといいかな～
	


  小学校に入学してから２年近くがたち、子どもたちはこの４月からは中学年になる。
　その節目として、また、２年生になって誕生日会を開き、自分の生まれたときのことを調べてきたまとめとして、大きくなった自分をふり返り、成長を本にまとめようと呼びかけ、その本に入れる内容を相談するところからこの活動が始まった。
　どんなことを本に入れると自分の成長をふり返り、自分の成長に気づくことができるのか、子ども自身が考えることで、主体的にこれまでの自分や今の自分をふり返ることができ、見通しをもって活動ができると考え、はじめに本に入れる内容について相談することにした。
　担任は０次案として、本活動を通して子どもたちに気づいてほしいことや感じ取ってほしい内容について構想を立てた。そして、相談の中で子どもたちの考えていることをつかみ、その上で必要があれば、展開計画を見直し、修正していこうと考えた。
　本の内容について相談した結果、次のようなことが出てきた。
	 大きくなった自分～自分の成長を本にまとめよう～

	
	
	
	最後に自分の本にあった題名をつける
誕生日カードのやり方で本にする

	
	
	
	

	
	

	 ■どんなことを本に入れるといいかな？
 　○できるようになったこと
 　　　　・苦手なものが食べられるようになった　・上手になった
         ・ちょうせんしてできた
 　○小さい頃から変わらないこと
 　○小さいころのこと　聞く
 　　　　・はじめてしゃべった言葉        ・はじめての誕生日
 　　　　・食べたもの                    ・大きなできごと
         ・できるようになったこと        ・友だちとの遊び
 　　　　・くせ                          ・１才、２才…と心に残ったこと
         ・叱られたこと
 　○今の自分
 　○未来の自分
         ・将来の夢
 　○名前の由来
 　○身長、体重    はかる
 　　　　・生まれたとき～今（どれだけ違いがあるか）
   ○写真　小さいころと今


  本の内容の他にも、最後に自分の本にあった題名をつけるといい、という本の題名についてのことや、書いた分だけ増やしていくことができるように、用紙をリングでとじる誕生日カード方式で本にまとめることなど、活動のゴールイメージをもつこともできた。
  この相談の内容を受けて０次案を見直し、修正した。（左記の１次案、斜線箇所）０次案では、１年先の自分を描くことで、今ここからの生活に目標や希望をもってすごしてほしいと考えていた。子どもたちは、それを未来の自分、将来の夢と捉えている。そこで、今の自分と子どもたちの考えている未来の自分をつなぐものとして、１年先の自分を位置づけたい。
　また、子どもたちの考えにはなかったが、家族や友だち、先生など、自分の成長に関わり支えてくれた人に目を向け、感謝の気もちをもったり、人との出会いの大切さを感じたりすることについては、教師から提案して、場をつくっていきたい。
３．本時について
　本時は、大きくなった自分をふり返り、本作りをはじめる第一歩の時間となり、ここでは、できるようになったことについてふり返る。
　自分で気づかなかったことにも目を向け、また、その子のできるようになったことをクラスの皆で共有し、共に喜び合うことができるように、本時ではふり返りの場を「小学生になってできるようになったこと」と限定する。　
